
車

＠ II 

実幹

関 7丹138樹 14日ω

2.話問先 7月13詰

品JI

日目的神奈jI 私立

3.語的 とし しい学校設を探るために、以下のことを目的とし

を行う。

として進んだ取り組みをしている東京都品川区の中学校と教育委員会を訪問し、そ

現場の状況を知ると共に、今後の公立中学校の方向性を探り、本校の今後のあ

り方の参考とするO

R 

① 

り、 戦略と

本校の広報活動の参考とする。

ヰ．

① 

品川区の中では、最も落ち著いた学校であるとのことである。

創立53年自を追える歴史のある学校である。

この学校の特色は、

ア

イ

ウ

と欝り合わせの敷地にあり、

の3点にまとめられる。

アについてはこ もあり、古くから り組まざるを得ない状況があっ

たのだが、現在はそれにとどまらず＼いじめ、暴力、障害者との交流、国際交流といった多彩なア

プローチによる人権尊重教青を研究、実践しており、学校訪問者も後を絶たないという。

けに隈ることなく多彩な取り組みをしているところが区民にも評倍され、「いじ

＊教育学部附寝中・高等学校教諭
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めが心配であるJという保護者から「ぜひ入学させたい」との問い合わせが多数ある。この教育を

推進するに当たって重視したことは、「生徒の思いやりを大切にした教育実践を積み重ねることJ

と「保護者の理解、参加を関ることjである。すべての行事を実行委員会制にして、教師の指導に

必ず他者への思いやりの視点を入れることにより、参加者が気持ちよく取り組むことが出来る

を、生徒に企画、運営させた。このことが、同和教育、いじめ、暴力障害者との交流、国際理解す

べてに共通する大切な点であることを知ることが出来た。また、家賠教育との連携や学校教育の円

滑な推進のために、行事の保護者の積極的な参加を促し、 PT A会報などの広報活動も符うことで、

よりいっそうの保護者の協力を得られることが出来、学校教育の円滑な実施に効果を発揮している

とのことである。

イについては、実際にアメリカのポートランド市のライマン＠モアー校と生徒の交換留学を隔年

で実施している。費用は保護者負担と匿の援助で行っているため、関年とはいっても不定期になる

こともあるそうだ。このあたりの費用の捻出が課題となっている模様であるO

ウについては、同じ敷地に小中があるので、比較的スムーズに連携の打ち合わせが出来るようで

ある。具体的には合同の運動会や行事の企画、中学教科担任の小学校へに出張授業、小中9年間の

カリキュラムの企醤立案などを行っているO

た、この学校のウェブページがとても充実している。これは、校長の中村先生の強力な推進活

るところが大きかった。ほとんど校長がウェブページの管理を行っているからであるO しか

な行事や取り組みの発案者も校長であり、その強力な指導力がこの学校を支えてい

し7こO

品JII区立東海中学校

この学校は品川区の中でも、新しい取り組みを始めたばかりの学校であるo そこで、職員の意識

をどのように変える努力をされてきたか、

中心に、話を伺ってきた。

この学校の特色は、

ア 公開授業推進校

イ ボランティア活動

の2点にまとめられる。

き込みをどのように寂り組んできたか等を

アについてはこの学校を f基本的にはいつでも来て良い学校jとして地域に公開している取り組

みであるO また、年に数回、選択授業を生徒と保護者や地域住民が一緒にうけるという企画を行っ

ているO この活動の広報は、保護者へは学校からの手紙で、そして地域住民には公民館などにパン

フレットを置かせてもらって行っているO また、町内会長などにも宣伝を依頼しているそうである。

聞かれすぎた学校は危険ではないかとの間いには、地域住民なら顔なじみであり、かえって知らな

い人が進入したらわかるので守ってもらうことが出来るのだという返事がきた。これからの学区の

小中学校にも、顔見知りの地域住民がたくさん入る事による防犯という考え方があることを知った。

しかし、この取り組みの一番の自的は、職員である先生の意識改革であるという。いつでも人に見

られでも良い授業をすることにより、それぞれのいつもの授業の見重しを行い、生徒によりわかり
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やすいものへと変えていく も大切な目的であり、 もるO このこと

ていただいた。

にある ムに、 しイのポランティ

っているというものである。こうし

るよ

うになると、

ころ くるだろう。そ し

ら自を向けることが大切であるという v

っ

と

よ
こ

た

す

Q

同
り る。

③ 

今田この品川区の

られるかを探るためである。そ

入れた品川区教育委員会に、その理念と

この新しい取り

区すべてで同じよう

とし

した目的は、公立中学校がこの先どのよう

り組みとして、全国で初の「学校選択制jを取り

よ

った。

る。

きたわけだが、

まで 23 

るようになったことから、品川区民に、 f患の区に象けない行

政サービスを展開する一環として、

することとなった。学校選択制に、特色のある

方を模索した内容となっている。

ア

く立てられた fプラン21Jという

と、新しい学校の地域に対するあり

るが、これ も くところに 2校の中学校があ

ったのである。るこの区ならではの状況もこ

さらに、いじめ問題などから、学区を変えて通学する越境入学を認める制度も擁立していたため、

全く新しい試みとして行うほどのインパクト辻無かったようだ。ただ、各中学校は、特色のあ

出さねばならなくなり、さらにそのことを地域住民にわかってもらう広報活動を行う

も出てきた。このことは、地域住民ばかりでなく、教員の意識改革のも重大な影響を及ぼした。

を抜くと入学志望生徒が激減することになり、自分の教員としての評価にもつながりかねないから

であるO 各学校はすべてウェブページを持ち、広報用パンフレットを用意し、学校説明会や地域に

関かれた？？事を進んで取り組み、地域住民と連携を深めながち教育活動をすすめていくという新し

い学校のあり方を模索し、実践している。就学希望校の締め切ちが迫る10月には、

学校訪問の受付などを進んで実施している姿は、地域と一体になっ

育をすすめようと努力している教員の今後のあり方に大きな示唆を与えてくれた。

イ

学校選択制と連動して重要となってくるのが、各中学校の特色開発であるO 従来の教育では接並

びなので、保護者は何を基準で中学校を選べばよいのかわからない。中学校の方でも入学者が激減

しないためにも、他の中学校との楚を「特色ある教育Jとしてアピーノレしたい。しかし、いきなり

出せといってもすぐに出来るわけではないので、品川底としてそのあたりをどのように組織
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したかを尋ねた。そこで考え出されたのが、「推進校制疫Jである。もちろん、従来から特色のあ

る教青〈例えば城南中学校の人権尊重教育）を行ってきた学校はそのまま継続、発展をさせていけ

ばよい。しかし、今後特色を関発していかなければならない学校については、品川区の教育委員会

がいくつかのメニューを用意し、各学校がそのどれかを地域や学校の実態に応じて応募するような

形で特色を出していくというやり方であるo もちろん、このような特色を開発しながらも、独告の

教育の開発も模索していくわけだが、いわば「呼び

ると以下のようになるO

a 個別学習〈習熟度別学習）

b 教科担任制（小学校）

C 小中連携教育（小中一貫教脊も視野に入れた教育）

d 公開授業（保護者だけでなく、地域住民も含む）

e 国控室理解教育（小学校でのAL T、英会話、交換留学等）

f 播祉教育（介護、福祉、障害児との交流）

g 放課後施設利用

以上の中から各校が出来るものを選び、実践していくことで特徴を出させる一歩としているo ま

た、この取り組みで、学校の統廃合をすすめようとするものではないという考えも伺った。特色を

出し、地域住民の選択権を失わずに学校と地域の新しい共同体を生み出す研究をしていくつもりで

あるとのことであるO

ウ 今後の諜題

今回の教育改革に付け加えて一、今後取り組むべき課題は f発信型構報提扶Jと「学校5日制に対

する取り組みよ「人事と教員教育Jであるとのことである。

については、例えば、保護者に習熟度別の授業でどこまで学習したかを伝え

る取り組みをするなど、学校の取り結みを学校から保護者や住民lこ発信していく姿勢と機能を整備

していくことである。学校に対する第3者評錨への対誌もこれで行うことが出来るようにしたいと

のことである。

「学校5日制に対する取り組み」については、放課後対策事業との関連からの視点と、時間割の

弾力的運用による効率的な学習、基礎基本の見麗しと習熟度別学曹の検討、行事の土曜以降と地域

住民の参加＠主催への移行など、立文り組むべき課題が山積している状況であるo

f人事と教員教育Jについては、人事がまだ全都単位で行われているため、他の区から来た先生

に対して品川区の教青の取り組みを理解してもらうために、再教育をする必要があるが、時間的な

問題からなかなか出来ない事へのもどかしさがある模様であるO また、校長は自分の学校について、

年間240時間の指導助手を雇って良いことになっているが、どのような人をどのような形で麗うか

というマネジメント技術が要求される。この力をどのような場で新任校長につけていくかも、大き

な諜題であるO

以上のようにたくさん今後の課題はあるが、品川区の中学校教育は確実に変化しており、この流

れはやがて全国の公立中学校へと移ってゆくと思われるO こうした公立中学校の動きをふまえ、

立の中学校である本校がどのように変わらなければならないか、いっそう真剣に考えなければなら
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なし、。

長む

神奈JI ある

なることがあるのではと思い、

る。 し るため、本授の新た

".) 

fこO

、
シ」 出来ないこともあるが、るため、

主に参考になったことだけ

ア戦略的な学校の設立

ることにする。

ところに立っているO このあたりは私立高校はあるもの

の私立中学はほとんど無く、中高一賓の中等学校は通学関に廷とんど無い地域であるO こうした地

域にこそ教育の需要がある。また、そのような場所に中等学校を建てたとき、親のニーズがどこに

あるかも考える必要があるO 今の親のニーズは、「しつけJと「知的学習力Jに集約される。この

二つに対応するものを用意しなければ、学校経営は成り立たないと考えている。

このことを階属に当てはめると、比較的多機な学校は近くにあるため、その学校との差別化をア

ピーノレしなければならないことがわかる。地校にない特急と ニーズをうまくマッチさせた

に求められているo

-1 fしつけjと「EQJ 

「しつけjは自諺館中等学校の初期に識底的に行われるO また、 f心の教育Jとして企業と

したEQ教育（セルフサイエンス）を行っている。対人関係技術を深める教育を企業によるアウト

ソーシングで取り組んでいるところも注毘すべき点である。本来は家庭教育の中で行われてきた

「しつけJと地域の教育力にゆだねられてきた f対人関係能力Jの二つを、学校教育の中に取り入

れることを明言し、カリキュラムの中に入れているという点は、

ものであると同時に、今後、学校教育の中で取り入れざる

でも中学生に「ソーシャノレライフj

いることは驚きであった。

ってきているが、

ニーズに対,etするための

いと言う流れが見えてくるO

この分野にも進出してきて

ウ 「知的学習力j

この学校が一番売りに出しているものがこれである。今の親の関の一番のニーズは、学校5日制

による学力低下に対恋する「知的学努力Jを身に付けるカリキュラムであると考えているO そのた

めに、授業時間の弾力的運用や、 8年生9月までに全教科学晋を終わらせるカワキュラム、

本の充実と総合学習、土曜日の積極的利用など様々な試みが行われていた。

については、 l時限吾は100分、 2時限自は50分、 3時限目は80分、昼食をはさんで4時限自は50

分、 5時限巨は適28だけ60分行うというように、生徒の集中力に配議した編成となっている。 4

限授業だけの日には、自主学習会や部活動司、今日に関心のある講座を選択してうける授業を用意

するなど、自主的な活動の日となっているO また、 6年生2丹で全教科内容を経わるため、海外の

進学にも対応しているという。さらに、 1年間を均等に4つに分け、それぞれの変わり自に休みを

設けた4学期制を設け、試験範菌の拡大を妨ぎ、習熟度耳目クラス編成を細かくし誼し、効果的な学
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習を行うことで成果を出せるような取り組みが行われている。

エまとめ

自修館中等学校では、親のニーズと学校経営手段といった民間企業的な考え方による視点をいく

つか得ることが出来た。 F付属がこの学校の取り組みをすべて真似することは出来ないにしても、今

後の前属の学校改革に取り入れるべきことにどのようなものがあるかということについて、いくつ

かの具体例を見ることも出来た。今後、親のニーズや土曜日のあり方、思い切った特色の出し方と

り切りをどのように構築するか、検討を重ねて実践していきたい。
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